
.ボランティアリーダー育成事業

ボランテイア .NPO活動センターでは、本学の学生を対象に、ボランティアリーダーの

育成を目的とした講義やワークショップを行っています。入門コース「ボランティア入1"J講
座Jは、ボランテイアについての基礎的な講義を経て実際にボランティア体験まで行うー述
のプログラムで、ボランティア初心者の学生向けに実施しています。また、応用コース 「ボ

ランテイアリーダー養成講座」は、センターを運営する学生スタッフのスキルア ップや組織

運営を対象にした内容となっています。

0ボランティアリーダー育成講座 入門コース 「ボランティア入門講座」

報告者名 字国 朗子 (瀬田キャンパス コーデイネーター)

深草キャンパス日時 参加人数 瀬田キャンパス日時 参加人数

第1回 5月29日(木)17時00分-18時30分/34人 5月20日(火)17時00分-18時30分/37人

第2回 6月12日(木)171時00分-181時30分/23人 6月17日(火)17時00分-18時30分/41人

第3回 2008年6月中旬から 8月上旬まで|随時/参加者60人・引率学生スタ ッフ 7人

実施主体 ボランティア .NPO活動センター

.経緯・目的

従来より、ボランティア .NPO活動セン

ターの学生スタッフがボランティアコーデイ

ネーションに必要な知識やスキJレを身につけ

るための研修として座学を行ってきました。

しかし、現状はボランティア活動に関心はあ

るが、いきなり団体の活動に入っていくこと

に不安や抵抗のある学生が多く、そのような

学生たちを実際のボランティア活動へつなぐ

ため、ボランティアについての概論を学ぶだ

けでなく、地域の現場で実践するまでのプロ

グラムを作りました。また、今年度は、ボラ

ンティアリ ーダー育成講座の対象をボランテ

イアに関心のある一般学生にまで広げ、より

多くのボランテイアリーダーを育成すること

を目指しました。

-概要

第1巨I.第2回では、ボランティア活動の

成り立ちやどのようなボランティア活動があ

るのかなど、ボランティアについての基礎的

な事柄を講義形式で学び、第3IITIでは実際に

地域の団体でボラ ンテイア体験をしようとい

う内容です。

[第 1回]rボランテイ アって何だろう?J 
講師 :ボランティア .NPO活動センター

副センター長 筒井のり子氏(龍

谷大学 社会学部 教授)

内 容 :ボランテイアって?諒源や活動の範

聞などをワークを通して分かり劫く

説明します。

[第2回]rNPO・NGOって何だろう?J 
講師 :i2517L 京都市民活動総合センター

田口 美紀氏

瀬田 (財)淡海ネットワークセン

タ一事務局長浅野令子氏

深草/瀬田 NGO相談員 藤野

達也氏

内 容 :批近よく耳にするNPOとNGO、そ

れぞれどのよう なものなのでしょう

か ?実際の現場で活躍する方を講師

に、さまざまな活動の事例を学びま

す。

{第3回]体験プログラム (事前ガイダンス

~ボランテイア体験~ふりかえり)

体験先 内容 :

在日コ リアンのデイサ

部



ービスセンターでのイベント手伝い

②固亙亙(財)京都府国際センター/京都

の国際協力団体が所助紺介をするイベン

ト 「国際協力ステーションJの手伝い
③|棉祉系(高齢者)|みちくさ/高齢者介護

施設での日常のくらしを支援

④|福祉系 (障がい)I(社初)にぎやか会/1邸
がいを持つ子どもと一緒に遊ぶ

⑤|福祉系 (障がい)|タイムケアれいんぽ

う/障がいを持つ巾市生の話し相手や散

歩の付き添い

⑥|福祉系 (子ども)I(特前)'-'-'科蹴醐こども
のひろば/子ども向けプログラム運営の

手伝い

⑦|福祉系(子ども)I(社柿)塔南の園児童
館/児童館に通う子 どもとの遊びゃ見守

り
③|環境系 (特活)|森の胤背/瀬田キャンパ

ス付近の竹林での符伐採および地域の七

夕イベント運営の手伝い

.コーデイネータ一所感

今年度、初の試みとして、ボランティアリ

ーダー育成講座に、登録学生スタッフのみな

らず、 一般学生の参加を募りました。「百聞

は一見にしかずJ、実際に現地へ飛び出し体
験することがこの講座の大きな特色であり 目

玉となっています。

今回、ご協力いただいた 8つの団体の選出

基準としましては、深草、瀬間各キャンパス

近隣 (今後も継続的に活動が期待されるた

め)、国際/福祉/環境の 3分野に|剥わりの

ある団体に絞りました。

各111体には、ボランテイア初体験の学生達

をi1iitかく 迎えてくださり、大変お世話になり

ました。

ボランティア体験後のふりかえりでは、

「一回だけでは、団体の方と信頼関係がまだ

芽生えておらず、うまくコミュニケーション

が取れなかった」という意見が多出し、その

あli栄、充笑したボランティア活動には、継続

性が大事である と学んだようです。

全3回 (座学2回、体験 l回)の参加者に

は、修了証を発行、この講座が地域でのボラ

ンテイア活動の第一歩になるよう願っていま

す。

今後もボランテイア ・NPO活動センター
がボランティアの裾野を広げる役割を担える

よう、より良いボランテイアプログラム開発

を目指します。

0ボラ ンティアリーダー育成講座 応用コース「ボランティアリーダー養成講座J

報告者名 ヒギンズ 174美(深草キャンパス コーデイネーター)

深草キャンパス日時/参加人数 瀬田キャンパス日時/参加人数

第1回 6月191:1(木)17時00分-18時30分/12人 6月24日(火)17時00分-1811寺30分/18人 |

第2回 7月31:1 (木)17時00分-18時30分/11人 7)-J8[1(火)1711寺00分-1811寺30分/19人 ;

第3回 12月3日(水)1711寺00分-19時00分/10人 11月271:1(木)1711寺00分-1911寺00分/12人

第4IITI 12月10日(水)17時00分-19時00分/11人 12月111:1 (木)1711寺00分-1911す00分/16人

第5回 同キャンパス合同 :2009年3月23FI (月)13時00分-1611寺00分 ・47人

実施主体 ボランティア .NPO活動センター

.経緯・目的 を毎年行っています。今年度は新たな試みと

ボランテ イア .NPO活動センターでは、 して、ボランテイアについて体系的に学べる

運営の一翼を担う学生スタ ッフを対象に、ボ ように入門コース「ボランティア入門講座」

ランティアリーダーの育成を目的として研修 とこの応nJコース「ボランテイア リーダー養
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成講座」に分けました。ボランテイア経験の

少ない新入生スタ ッフは入門コースで基礎的

な事柄を一般学生と共に修得し、応用コース

では 1、2回生の学生スタッフ全員(3回生

以上は任意)が、 当センターの根幹であるボ

ランティアコーデイネー トを推進していく上

で必要なコーデイネーターとしての役割や心

構え、組織運営に必要な考え方やスキルなど

を学んでいく 内容としています。

-概要

{第1回]

『ボランティアコーディネートについて~

ボランテイア相談(面接)の受け方~J

講師:夙川短期大学 南 多恵子氏

内 容 :コーディネーターにとって必要不可

欠な面接のスキルについてロールプ

レイを通して学びます。

[第2回]

『ボランテイアへの興味を引き出す企画作りj

講師 :(特活)ユースビジョン

事務局長芝原浩美氏

内 容 :企画作りの基本的な手順や留意点を

講師にお話いただき、ニーズに応え

られる魅力のある企画作りを講義や

グループワークなどを通して学びま

す。

{第3回]

『うちのボラセンイ可であるの?

~大学ボランテイアセンターについて考えて

みよう ~J

講師 :(特活)ユースビジョン

代表赤津 清孝氏

内 容 :大学ボランテイアセンターの役割、

学生スタッフの存在やコーデイネー

トの必要性について考えます。

[第4回]

f組織運営って何 ?~みんなでボラセンをつ

く ってい くために~J

講 師: (特活)ユースビジョン

代表赤津市孝氏

内 容 :現3回生から 2回生への代替わり次

期にあたり、スタ ッフの意識の共有

など組織のあり方について考えま

す。

{第5回}

fファシリテーション研修j
講 師:人まちフ ァシリテーション工房

代 表ちょんせいこ氏

内 容 :簡単なアイスブレイクや、 ミーテイ

ング運営方法を中心としたファシリ

テー トの導入部分を学びます。

.コーデイネーター所感

様々な分野の知識をつける目的で、環境 ・

国際・福祉など各分野で活動されている方を

講師に迎えて、その現状や諜題についてお話

しいただくことが多かったのが従来のリーダ

ー育成講座でした。この応用コースでは、大

学ボランティアセンターの学生スタッ フとし

ての心構えやスキルアップ、組織のあり方な

ど運営聞に内容を絞り込んだ構成にしたこと

で、学生スタッフ向け講座の本来の形になっ

たと思います。今後も体系だ、った学生スタッ

フの育成を目指すため、更に内容を検討して

いきたいと考えています。

今回、研修後に学生スタッフへアンケート

を実施したところ、「ボランテイアという言

葉に魅かれて、当センターの学生スタッフの

役割を正しく理解せず登録し、この講座で初

めてその存在意義を認識できたjという感想

などもありました。このことから今後の課題

として、登録時は既存の学生スタ ッフによる

活動紹介だけでなく、センターのミッション

や学生スタッフの役割などを丁寧に説明し、

「自分自身がボランテイアをしたい」のか

「学生スタッフになってボランテイア活動を

応援したい」のかという 、コーデイネーター

によるスクリーニング機能も兼ねたガイダン
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スの重要性が感じられました。

また、「講座の実施時間;肝が5限日の授業

と重なるために出席できない学生向けに録画

対応もしたものの、 DVD学習の徹底が難し

い上に、リアルタイムの聴講に比べてワーク

などが体験できないため実感が得られにくい

のが実情であり、今後は欠席した学生スタッ

フへのフォローアップをどうするのかという

謀題が残りました。

前年度までの内容からシフ トチェンジし、

学生スタッフの意識向上に繋がるという一定

の効果を得られましたが、その一方で、真の

リーダー育成という意味で、は多様な社会課題

に13を向けるという従来の内容も必要です。

また、ファシリテーション講座などはセンタ

ーの学生スタッフだけでなく、サークルなど

のグループミーティングなどにも有効である

ことから、今後は社会問題やボランテイア活

動に関心の高い一般学生も含めた形で fボラ
ンティアリーダー養成講座jも実施し、学生

スタッフのスキルア ップ研修は講座という 7r:~

ではなく定期的に行っていければと思いま

す。
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